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「広報いちき串木野」作成につき写真のご提供、取材にご協力くださったみなさん、本当にありがとうございました。
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　旧年中は、取材等で、大変お世話になりました。年末年始で、英気を養うことができましたでしょうか。
今年も皆さまに少しでも良い情報やほっと一息つける広報紙を目指して日々精進していきます。皆さまに
とって、2024 年が素晴らしい一年になりますことをお祈り申し上げます。（編集　船蔵）

新年あけましておめでとうございます。

表　紙

二十歳の集い（３日）

消防出初式（７日）

冠嶽八十八ヶ所巡りウォークラン（14日）

いちき串木野ポンカン祭り（28日）

冠岳トレイルランニングイベント（11日）

市生涯学習大会（２日）

ガウンガウン祭（10日）

太郎太郎祭（17日）

観音ヶ池さくら祭り（下旬）

黎明祭（中旬）

徐福花冠祭（中旬）

第 64回串木野浜競馬大会（中旬）

すこやかおせんしのグラウンドゴルフ大会（下旬）

荒川ほたるでナイト（下旬）

消防団操法大会

第 52回串木野さのさ祭り（中旬）

海岸クリーン作戦（下旬）

祇園祭（下旬）

いちき串木野サマーフェスタ（27日）

市子どもサミット

七夕踊（上旬）

戦没者を追悼し平和を祈念する式（15日）

川上踊（25日）

教育講演会 (下旬 )

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

畜産品評会（上旬）

虫追踊（22日）

すこやかおせんしのスポーツ大会（下旬）

第 15回市小学校陸上記録会（中旬）

第 17回市民体育大会（13日）

文化祭　作品展示（下旬）

文化祭　芸能発表（上旬）

日置市・いちき串木野市合同中学校英語弁論大会

薩摩藩英国留学生記念館開館10周年記念事業

小・中学校音楽発表会（上旬）

地域がはぐくむ「鹿児島の教育」県民週間

　　　　　　　　　　　（学校開放 1～ 7日）

総合防災訓練（中旬）

元気いきいきフェスタ2024（保健福祉大会）（中旬）

消防団年末夜警（28日～ 29日）

９月

10月

　11月

12月

2024 年　行事予定

行事・イベント 行事・イベント月 月

市来デイサービスセンター利用者の方の
手作り干支（甲辰）
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の有意義な訓練が行われました。災害は今
や、いつ、どこで、どんな形で起こるか予測
がつきません。本市においても常に危機意識
を持ちながら、引き続き災害に備える体制強
化に努めてまいります。
　12月には、京都市で開催された第35回全国
高校女子駅伝において、鹿児島県の代表であ
る神村学園がすばらしい快走を見せ、５年ぶ
り２度目の優勝を果たしました。選手全員で
たすきをつなぎ、最後まで諦めず、ゴール前
での大逆転という結果に大きな感動と勇気を
いただきました。

　こうして振りかえってみると、市民の皆様
の「まち」への想いと行動が、人をつなぎ、
地域を支えていることを改めて実感する一年
であったと思います。
　これからも、この地にある素晴らしい自然
環境や人のつながり、先人が築いてきた地域
の伝統、文化など価値ある貴重な資源や特性
に磨きをかけ、地域の発展を目指していきた
いと考えております。

■新年を迎えて　　　　　　　　　　
　令和６年を迎え、何としても人口減少・少
子化の流れに歯止めをかけ、未来を見据え、
持続可能なまちづくりを進めていかなければ
ならないと決意を新たにしております。
少子化対策は、その効果が現れるまでには一
定の時間が必要であり、息の長い取り組みが
求められます。「子どもは社会全体で育て

る」との観点から、子育て支援策の柱とし
て、保育料の完全無償化や学校給食費の無償
化、子ども医療費の無償化による経済的負担
の軽減を図るとともに、放課後児童クラブや
ファミリーサポートセンターの充実のほか、
長崎鼻公園リニューアル事業の推進など、さ
まざまな面からの子育て環境の整備を進めて
まいります。また、少子化の大きな原因とさ
れる若者の未婚晩婚化については、出会いの
機会の提供とともに結婚を支援するさまざま
な方策に取り組んでまいります。
さらに、「選ばれるまち」となり、人口減少
に歯止めをかけるためには、我がまちの資
源、強み、特色を磨き上げ、本市の魅力とし
て最大限に尖らせていくことが大切であると
考えます。海とともに栄え発展してきた我が
まちの歴史を踏まえながら、資源を生かし、
本市ならではの魅力・強みに磨き上げ、独自
性のある活性化策を練り上げてまいります。
市民生活・経済活動はコロナ禍から少しずつ
回復しつつありますが、引き続き、エネル
ギー・物価高騰による影響を受け厳しい状況
にあることから、国県の施策に呼応しながら
対策を進めてまいります。
行政への需要が広範かつ多様化している中
で、さまざまな分野における官民協力や地域
間連携、政策間連携を図りながら、誰もが健
康で心豊かな生活が送れ、次代を担う子ども
たちのために、夢と希望に満ち、活気あふれ
る、いちき串木野市のまちづくりを市民の皆
様とともに進めてまいります。
　市民の皆様には一層のご理解とご協力をお
願い申し上げますとともに、本年が皆様に
とって幸多き素晴らしい年となりますことを
心より祈念いたしまして、新年のあいさつと
いたします。

　市民の皆様におかれましては、健やかに輝
かしい希望に満ちた新年を迎えられたことと
心からお慶び申し上げます。また平素より、
市政に対し深いご理解ご支援ご協力を賜って
おりますことに対し、年頭にあたり厚くお礼
申し上げます。新年を迎え、愛する郷土"いち
き串木野"を、未来に誇りをもって引き継ぐこ
とができるよう、一段の躍進を期して、市政
発展に邁進することをお誓い申し上げます。

■昨年を振り返って
　我が国における人口減少・少子高齢化は本
市においても急速に進行しており、中でも今
後の社会機能の維持とまちの活力を考えた場
合、最大の課題は少子化であると考えます。
このため、令和５年度を「人口減少・少子化
緊急対策元年」と位置づけ、これからの社会
を担っていく「子どもや若者」を中心とした
施策に重点的に取り組んでまいりました。少
子化対策として、０～２歳児の保育料の無償
化をはじめ、結婚活動支援補助金などの若者

の出会いから結婚、妊娠、出産、子育てま
で、それぞれの段階におけるしっかりとした
サポートの充実と子育てしやすい環境整備を
図っております。また、まちの魅力づくり、
特色の磨き上げとして、薩摩スチューデント
奨学プログラムの創設や特色ある多文化共生
の施策を展開し、「このまちで子どもを育て
たい」「住んでみたい」と選ばれるまちづく
りに取り組んでいるところであります。
　さて、昨年の本市の出来事を振り返ります
と、１月には、全国高等学校サッカー選手権
大会で神村学園高等部男子サッカー部が鹿児
島県勢として14大会ぶり、神村学園としては
16大会ぶりにベスト４まで勝ち上がり、サッ
カーの聖地国立競技場のピッチで神村学園イ
レブンが躍動しました。　
　３月には、本市で育つ子どもたちが安心し
て勉学に励むことができるよう、さらには薩
摩藩英国留学生のように学校卒業後に本市に
戻り活躍してくれることを願い、実質的に返
済を免除する給付型奨学金制度となる薩摩ス

チューデント奨学プログラムを創設し、鹿児
島相互信用金庫と連携協定を締結しました。
　４月には、本市の春の風物詩である串木野
浜競馬が４年ぶりに開催され、ポニーのかわ
いらしいレースやサラブレッドが砂浜を颯爽
と駆け抜ける迫力あるレースに、市内外から
訪れた多くの観客から大きな歓声が響きまし
た。

　５月には、市民と市職員で構成する「2040
年のまちを考える会」が１年間かけて検討し
てきた事業プランの報告がありました。「産
業・雇用」「子育て出産・教育」「高齢者・
医療・健康・福祉」「地域・移住・定住」の
４つのグループから提案された貴重な意見や
アイデアを活かしながら今後も取り組みを進
めてまいります。
　６月下旬から７月初旬にかけて、本市の姉
妹都市であるアメリカ・サリナス市との交流
が４年ぶりに再開され、サリナス市からの訪
問団（高校生９名、引率２名）が本市を訪れ
ました。訪問団は市内の各学校で子どもたち

と交流を深め、また、市内事業所でさまざま
な体験活動を行いました。引き続き交流を深
めてまいります。
　８月には、夏の甲子園で神村学園高等部硬
式野球部が大活躍をし、鹿児島県勢として17
年ぶりのベスト４進出を果たしました。準決
勝の仙台育英戦では市民文化センターにパブ
リックビューイングを設け、選手たちの熱い
プレーに多くの市民の皆さんとともに一生懸
命に声援を送りました。惜しくも決勝進出は
叶いませんでしたが、多くの勇気と感動を届
けてくれました。今後のさらなる活躍を期待
しています。
　10月には、新型コロナウイルス感染症の影
響により延期となっていた「燃ゆる感動かご
しま国体・かごしま大会」が開催され、本市
総合体育館で成年男子バレーボール競技、少
年女子バスケットボール競技、車いすバス
ケットボール競技が行われました。選手の皆
さんの迫力ある熱戦を一目見ようと、多くの
観客が訪れ、大会役員やボランティアの方々
の協力をいただきながら、「国体」と名の付
く最後の大会を大いに盛り上げてもらい、無
事終了することができました。

　11月には、荒川地区で、「大雨による土砂
災害の危険性が高まった」と想定した総合防
災訓練を実施しました。住民参加型の心肺蘇
生・AED取扱訓練や消防隊員による倒壊家屋
救出訓練、炊き出し訓練など、実戦さながら

いちき串木野市長
中 屋　謙 治

新年あけましておめでとうございます

新年の
ごあいさつ
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の有意義な訓練が行われました。災害は今
や、いつ、どこで、どんな形で起こるか予測
がつきません。本市においても常に危機意識
を持ちながら、引き続き災害に備える体制強
化に努めてまいります。
　12月には、京都市で開催された第35回全国
高校女子駅伝において、鹿児島県の代表であ
る神村学園がすばらしい快走を見せ、５年ぶ
り２度目の優勝を果たしました。選手全員で
たすきをつなぎ、最後まで諦めず、ゴール前
での大逆転という結果に大きな感動と勇気を
いただきました。

　こうして振りかえってみると、市民の皆様
の「まち」への想いと行動が、人をつなぎ、
地域を支えていることを改めて実感する一年
であったと思います。
　これからも、この地にある素晴らしい自然
環境や人のつながり、先人が築いてきた地域
の伝統、文化など価値ある貴重な資源や特性
に磨きをかけ、地域の発展を目指していきた
いと考えております。

■新年を迎えて　　　　　　　　　　
　令和６年を迎え、何としても人口減少・少
子化の流れに歯止めをかけ、未来を見据え、
持続可能なまちづくりを進めていかなければ
ならないと決意を新たにしております。
少子化対策は、その効果が現れるまでには一
定の時間が必要であり、息の長い取り組みが
求められます。「子どもは社会全体で育て

る」との観点から、子育て支援策の柱とし
て、保育料の完全無償化や学校給食費の無償
化、子ども医療費の無償化による経済的負担
の軽減を図るとともに、放課後児童クラブや
ファミリーサポートセンターの充実のほか、
長崎鼻公園リニューアル事業の推進など、さ
まざまな面からの子育て環境の整備を進めて
まいります。また、少子化の大きな原因とさ
れる若者の未婚晩婚化については、出会いの
機会の提供とともに結婚を支援するさまざま
な方策に取り組んでまいります。
さらに、「選ばれるまち」となり、人口減少
に歯止めをかけるためには、我がまちの資
源、強み、特色を磨き上げ、本市の魅力とし
て最大限に尖らせていくことが大切であると
考えます。海とともに栄え発展してきた我が
まちの歴史を踏まえながら、資源を生かし、
本市ならではの魅力・強みに磨き上げ、独自
性のある活性化策を練り上げてまいります。
市民生活・経済活動はコロナ禍から少しずつ
回復しつつありますが、引き続き、エネル
ギー・物価高騰による影響を受け厳しい状況
にあることから、国県の施策に呼応しながら
対策を進めてまいります。
行政への需要が広範かつ多様化している中
で、さまざまな分野における官民協力や地域
間連携、政策間連携を図りながら、誰もが健
康で心豊かな生活が送れ、次代を担う子ども
たちのために、夢と希望に満ち、活気あふれ
る、いちき串木野市のまちづくりを市民の皆
様とともに進めてまいります。
　市民の皆様には一層のご理解とご協力をお
願い申し上げますとともに、本年が皆様に
とって幸多き素晴らしい年となりますことを
心より祈念いたしまして、新年のあいさつと
いたします。

　市民の皆様におかれましては、健やかに輝
かしい希望に満ちた新年を迎えられたことと
心からお慶び申し上げます。また平素より、
市政に対し深いご理解ご支援ご協力を賜って
おりますことに対し、年頭にあたり厚くお礼
申し上げます。新年を迎え、愛する郷土"いち
き串木野"を、未来に誇りをもって引き継ぐこ
とができるよう、一段の躍進を期して、市政
発展に邁進することをお誓い申し上げます。

■昨年を振り返って
　我が国における人口減少・少子高齢化は本
市においても急速に進行しており、中でも今
後の社会機能の維持とまちの活力を考えた場
合、最大の課題は少子化であると考えます。
このため、令和５年度を「人口減少・少子化
緊急対策元年」と位置づけ、これからの社会
を担っていく「子どもや若者」を中心とした
施策に重点的に取り組んでまいりました。少
子化対策として、０～２歳児の保育料の無償
化をはじめ、結婚活動支援補助金などの若者

の出会いから結婚、妊娠、出産、子育てま
で、それぞれの段階におけるしっかりとした
サポートの充実と子育てしやすい環境整備を
図っております。また、まちの魅力づくり、
特色の磨き上げとして、薩摩スチューデント
奨学プログラムの創設や特色ある多文化共生
の施策を展開し、「このまちで子どもを育て
たい」「住んでみたい」と選ばれるまちづく
りに取り組んでいるところであります。
　さて、昨年の本市の出来事を振り返ります
と、１月には、全国高等学校サッカー選手権
大会で神村学園高等部男子サッカー部が鹿児
島県勢として14大会ぶり、神村学園としては
16大会ぶりにベスト４まで勝ち上がり、サッ
カーの聖地国立競技場のピッチで神村学園イ
レブンが躍動しました。　
　３月には、本市で育つ子どもたちが安心し
て勉学に励むことができるよう、さらには薩
摩藩英国留学生のように学校卒業後に本市に
戻り活躍してくれることを願い、実質的に返
済を免除する給付型奨学金制度となる薩摩ス

チューデント奨学プログラムを創設し、鹿児
島相互信用金庫と連携協定を締結しました。
　４月には、本市の春の風物詩である串木野
浜競馬が４年ぶりに開催され、ポニーのかわ
いらしいレースやサラブレッドが砂浜を颯爽
と駆け抜ける迫力あるレースに、市内外から
訪れた多くの観客から大きな歓声が響きまし
た。

　５月には、市民と市職員で構成する「2040
年のまちを考える会」が１年間かけて検討し
てきた事業プランの報告がありました。「産
業・雇用」「子育て出産・教育」「高齢者・
医療・健康・福祉」「地域・移住・定住」の
４つのグループから提案された貴重な意見や
アイデアを活かしながら今後も取り組みを進
めてまいります。
　６月下旬から７月初旬にかけて、本市の姉
妹都市であるアメリカ・サリナス市との交流
が４年ぶりに再開され、サリナス市からの訪
問団（高校生９名、引率２名）が本市を訪れ
ました。訪問団は市内の各学校で子どもたち

と交流を深め、また、市内事業所でさまざま
な体験活動を行いました。引き続き交流を深
めてまいります。
　８月には、夏の甲子園で神村学園高等部硬
式野球部が大活躍をし、鹿児島県勢として17
年ぶりのベスト４進出を果たしました。準決
勝の仙台育英戦では市民文化センターにパブ
リックビューイングを設け、選手たちの熱い
プレーに多くの市民の皆さんとともに一生懸
命に声援を送りました。惜しくも決勝進出は
叶いませんでしたが、多くの勇気と感動を届
けてくれました。今後のさらなる活躍を期待
しています。
　10月には、新型コロナウイルス感染症の影
響により延期となっていた「燃ゆる感動かご
しま国体・かごしま大会」が開催され、本市
総合体育館で成年男子バレーボール競技、少
年女子バスケットボール競技、車いすバス
ケットボール競技が行われました。選手の皆
さんの迫力ある熱戦を一目見ようと、多くの
観客が訪れ、大会役員やボランティアの方々
の協力をいただきながら、「国体」と名の付
く最後の大会を大いに盛り上げてもらい、無
事終了することができました。

　11月には、荒川地区で、「大雨による土砂
災害の危険性が高まった」と想定した総合防
災訓練を実施しました。住民参加型の心肺蘇
生・AED取扱訓練や消防隊員による倒壊家屋
救出訓練、炊き出し訓練など、実戦さながら

いちき串木野市長
中 屋　謙 治

新年あけましておめでとうございます

新年の
ごあいさつ
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　物価高騰により特に負担が大きい低所得世帯（住民税
非課税世帯）を支援するため、給付金が支給されます。
●支給対象
　基準日（令和５年12月１日）に本市に住民登録があ
　り、令和５年度分住民税均等割が世帯員全員非課税
　である世帯
※課税世帯の税扶養に入っている被扶養者のみで構成
　される世帯を除く
※本市や他自治体から、すでに７万円の給付金を受け
　取った世帯は対象となりません。
●支給額　1世帯あたり7万円
●手続き
　対象となる世帯（手続き不要の先行給付世帯を除　
　く）には順次案内書類を送付しています。
　詳しくは、送付した案内文書や右の二次
　元コードから市のホームページをご確認
　ください。
●申請期限　２月29日（木）
●申請・問合せ　福祉課　☎33-5619　

　の有意義な訓練が行われました。災害は今
や、いつ、どこで、どんな形で起こるか予測
がつきません。本市においても常に危機意識
を持ちながら、引き続き災害に備える体制強
化に努めてまいります。
　12月には、京都市で開催された第35回全国
高校女子駅伝において、鹿児島県の代表であ
る神村学園がすばらしい快走を見せ、５年ぶ
り２度目の優勝を果たしました。選手全員で
たすきをつなぎ、最後まで諦めず、ゴール前
での大逆転という結果に大きな感動と勇気を
いただきました。

　こうして振りかえってみると、市民の皆様
の「まち」への想いと行動が、人をつなぎ、
地域を支えていることを改めて実感する一年
であったと思います。
　これからも、この地にある素晴らしい自然
環境や人のつながり、先人が築いてきた地域
の伝統、文化など価値ある貴重な資源や特性
に磨きをかけ、地域の発展を目指していきた
いと考えております。

■新年を迎えて　　　　　　　　　　
　令和６年を迎え、何としても人口減少・少
子化の流れに歯止めをかけ、未来を見据え、
持続可能なまちづくりを進めていかなければ
ならないと決意を新たにしております。
少子化対策は、その効果が現れるまでには一
定の時間が必要であり、息の長い取り組みが
求められます。「子どもは社会全体で育て

る」との観点から、子育て支援策の柱とし
て、保育料の完全無償化や学校給食費の無償
化、子ども医療費の無償化による経済的負担
の軽減を図るとともに、放課後児童クラブや
ファミリーサポートセンターの充実のほか、
長崎鼻公園リニューアル事業の推進など、さ
まざまな面からの子育て環境の整備を進めて
まいります。また、少子化の大きな原因とさ
れる若者の未婚晩婚化については、出会いの
機会の提供とともに結婚を支援するさまざま
な方策に取り組んでまいります。
さらに、「選ばれるまち」となり、人口減少
に歯止めをかけるためには、我がまちの資
源、強み、特色を磨き上げ、本市の魅力とし
て最大限に尖らせていくことが大切であると
考えます。海とともに栄え発展してきた我が
まちの歴史を踏まえながら、資源を生かし、
本市ならではの魅力・強みに磨き上げ、独自
性のある活性化策を練り上げてまいります。
市民生活・経済活動はコロナ禍から少しずつ
回復しつつありますが、引き続き、エネル
ギー・物価高騰による影響を受け厳しい状況
にあることから、国県の施策に呼応しながら
対策を進めてまいります。
行政への需要が広範かつ多様化している中
で、さまざまな分野における官民協力や地域
間連携、政策間連携を図りながら、誰もが健
康で心豊かな生活が送れ、次代を担う子ども
たちのために、夢と希望に満ち、活気あふれ
る、いちき串木野市のまちづくりを市民の皆
様とともに進めてまいります。
　市民の皆様には一層のご理解とご協力をお
願い申し上げますとともに、本年が皆様に
とって幸多き素晴らしい年となりますことを
心より祈念いたしまして、新年のあいさつと
いたします。

　市民の皆様におかれましては、健やかに輝
かしい希望に満ちた新年を迎えられたことと
心からお慶び申し上げます。また平素より、
市政に対し深いご理解ご支援ご協力を賜って
おりますことに対し、年頭にあたり厚くお礼
申し上げます。新年を迎え、愛する郷土"いち
き串木野"を、未来に誇りをもって引き継ぐこ
とができるよう、一段の躍進を期して、市政
発展に邁進することをお誓い申し上げます。

■昨年を振り返って
　我が国における人口減少・少子高齢化は本
市においても急速に進行しており、中でも今
後の社会機能の維持とまちの活力を考えた場
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の出会いから結婚、妊娠、出産、子育てま
で、それぞれの段階におけるしっかりとした
サポートの充実と子育てしやすい環境整備を
図っております。また、まちの魅力づくり、
特色の磨き上げとして、薩摩スチューデント
奨学プログラムの創設や特色ある多文化共生
の施策を展開し、「このまちで子どもを育て
たい」「住んでみたい」と選ばれるまちづく
りに取り組んでいるところであります。
　さて、昨年の本市の出来事を振り返ります
と、１月には、全国高等学校サッカー選手権
大会で神村学園高等部男子サッカー部が鹿児
島県勢として14大会ぶり、神村学園としては
16大会ぶりにベスト４まで勝ち上がり、サッ
カーの聖地国立競技場のピッチで神村学園イ
レブンが躍動しました。　
　３月には、本市で育つ子どもたちが安心し
て勉学に励むことができるよう、さらには薩
摩藩英国留学生のように学校卒業後に本市に
戻り活躍してくれることを願い、実質的に返
済を免除する給付型奨学金制度となる薩摩ス

チューデント奨学プログラムを創設し、鹿児
島相互信用金庫と連携協定を締結しました。
　４月には、本市の春の風物詩である串木野
浜競馬が４年ぶりに開催され、ポニーのかわ
いらしいレースやサラブレッドが砂浜を颯爽
と駆け抜ける迫力あるレースに、市内外から
訪れた多くの観客から大きな歓声が響きまし
た。
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ました。訪問団は市内の各学校で子どもたち
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　11月には、荒川地区で、「大雨による土砂
災害の危険性が高まった」と想定した総合防
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　市立ハローワークとハローワーク伊集院が共催で、
「おしごと合同企業面談会」を開催します。就職への
きっかけ作りになる面談会です。ぜひ、ご参加くださ
い。
●日　時　１月30日（火）13：30～15：30
●場　所　いちきアクアホール
●内　容　企業ブースを自由に尋ね相談する面談会です。  
　　　　　その後の正式選考（面接）に繋がります。
●定　員　30名（申込制）
※参加企業は、今月中旬以降ホームページ、市公式　
　LINE等でお知らせします。
●申込・問合せ　市立ハローワーク　☎26-1191

「おしごと合同企業面談会」参加者募集

お知らせ版
イベント お知らせ申請・募集

Information

　春の千本桜で市内外の方を問わず親しまれている観
音ヶ池。親子で桜の植樹体験をしてみませんか。
●日　時　１月27日（土）9：00～12：00
●場　所　観音ヶ池市民の森交流センター
●参加料　2,000円
●募集定員　小中学生10名程度
　　　　　（保護者同伴）※先着順
●実施内容　ネームプレート作成、桜の植樹、
　　　　　植えた桜にネームプレートをつける
●申　込　右上の二次元コードからお願いします。
●申込期限　１月21日（日）
●問合せ　シティセールス課　☎33-5640

　令和６年１月１日より、路線バス羽島土川線のルー
トが変更され、図のとおり、荒川バス停が移設されて
います。また、ダイヤの変更はありませんが、一部運
賃の変更があります。スクールバスについては、これ
まで通りバス停の変更はありません。市民の皆様のご
理解とご協力をよろしくお願いします。
●位置図

●問合せ　鹿児島交通株式会社　☎099-254-8970
　　　　　水産商工課　　　　　☎33-5638

路線バス羽島土川線バス停の移設

物価高騰重点支援給付金

「植樹体験in観音ヶ池」参加者募集！

　令和６年１月１日より、地域間幹線系統バス路線
（上川内・鹿児島線）及び高速バス「こしきじま号」
の運賃変更が行われています。
　詳しくは、お問い合わせください。
●問合せ　鹿児島交通株式会社　☎099-254-8970

地域間幹線系統バス路線（上川内・鹿児島線）
及び高速バス「こしきじま号」の運賃変更
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